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第11 回 IERE東京総会について

IERE（電気事業研究国際協力機構） の第1 1
回総会が10月13日から15 日まで東京経団連会館に
おいて開催されたので， その概要を紹介する。

IEREとは故福田節雄博士が中心となって昭
和44年6 月発足した民間のユニークな組織で， 電
気事業の研究開発の計画的， 効率的推進を図るこ
とを目的としている。当社はこの組織の主要な機
関である「情報交換専門委員会」の委員長会社と
して創立以来参画 しており， 我が国のほか 米国
(EP R I：電力研究所）， 欧州(UNIPEDE:
欧州発送配電事業者連合）， カナダ (CEA:カ
ナダ電気協会） で構成， 研究情報の交換， 人的交
流， 総会などを行っている。我が国での総会は，
46年，50年に次いで今回が3回目である。

1 一般部会 10月13日（第1日）
“研究開発の戦略的策定および技術移転” をテ

ーマとする一般部会では， まず午前中主として
“戦略” について各機関4名による報告と討議が

行われた。
まず “ 日本の電気事業における研究開発戦略”

と題し， 東電堀副社長が今後の主要な技術開発と
して①原子力③石炭③省 エ ネルギ-, 電力貯蔵技
術④自然エネルギ—®電力輸送技術を掲げ， 今後
の進め方として

(1)国によるプロジェクトは電中研を活用する
(2)複数のグループで各々異なる方式の開発を行

い活力を高める
(3)国際協力の推進
(4)国など他機関との協調

について報告があった。
つぎに米国(EP R I)代表が，2000年までの

電力予想をもとに研究開発計画を体系的に進めて
いる旨の報告があった。発言の中で “原発は今後
多くの建設を期待するのはむづかしい” とあり注
目された。

欧州(UNIPEDE)からは各国間の研究協力体
制について述べたあと， 発表者の英国CEGBを例
に社内研究の利点と欠点について報告があった。

カナダからはハイドロケベックの研究計画を例

総合技術研究所

に， 戦略計画， 開発計画および5カ年計画の3 つ
の活動について報告があった。

議論となった主な点は， 電力会社の研究設備の
あり方，長期研究の進め方および原子力の開発テ
ンポである。

電力会社の問題には， メーカにとってとるに足
らない問題でも， 電力会社にとって影響の大きい
ものもありやはり自分で使用できる研究所をもつ
べきである。ただその研究設備の建設コストは高
くつくので共同使用できるよう進めることが望ま
しいとの意見があった。

長期研究について例えば核融合研究などは電力
として関心はあるが， 研究の主体は国または大学
であるとの基本認識にたっている旨の堀氏の意見
に対し， 米国から将来電カシステムに導入した場
合でも問題が生じないよう炉の設計研究を行って
いるとの紹介があった。

また米国における原子力開発の見通しが暗いの
は， 政治的不安定が大きく， かつ規制が多く， ま
た電力業界の原子力建設遅延による経済上のリス
クヘの懸念によるものとの紹介があった。

午後に入り関電伊藤副社長と当社吉田副 社長
（林常務代読）のゲストスピーチがあり， 伊藤副社

長からは研究開発の国際協力の重要性について，
また当社からは“電源立地促進のための研究開発”

と題し湿排水を利用した栽培漁業への協力など地
城協力研究の重要性について報告があった。つづ
いて関電森井常務から日本の電気事業における研
究開発の現状についてまた米国EPRI Culler所
長から軽水炉と同様増殖炉も米国政府のコミット
メントがない限り進まない状況にあり， エ ネルギ
ー供給手段の今後について決断の時期にきている
旨報告があった。また欧州からは研究動向一般に
ふれ石炭はガス化に進むことが望ましいこと， 機
器の残存寿命を有効に利用することなどの報告が
あった。

議論となった主な点は地域暖房， 湿排水利用，
燃料電池および冷却ケープルである。

欧州で盛んな地域暖房についてはその経済性に
ついて討論された。温排水利用については各国か
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